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１．目的・動機

（1） 目的

沖縄のわき水と水道水の二種類の水で、沖縄の島野菜と県外産の野菜を育てることに成長の違いがあるかを調べ

る。

（2） 動機

おばあちゃんからもらった「なぜ？どうして？科学のお話（コスモピア著、学習研究社）」の中に「野菜くずをそ

だてよう」という項目があった。それを読んで「野菜はどれくらいで大きくなるだろう？」と思ったことがきっかけ。

そこから、「水が違うと、違った育ち方をするのでは？」と考え２種類の水で育ててみることにした。

２．方法、内容

（１）準備したもの

糸満産紅イモ、鹿児島産サツマイモ（各２本、計４本）

糸満市与座のわき水、那覇市の水道水

栽培用トレー（29 × 22 × 4 cm、２個）

　　　図 1　糸満市与座のわき水１　　　　　　　　　　　 　　　図 2　糸満市与座のわき水２

島野菜には沖縄の水が大切なのか？
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（2） 方法

①イモをそれぞれ半分にカットし、それぞれのイモの重さを量る（各２本）。

②イモを２つのトレーに分けていれ、それぞれに那覇の水道水と糸満のわき水を入れる（底から 1 センチ程度）。

③毎日葉や根の成長を記録観察し水を交換した（28 日間）。

３．結果

（１）実験に用いたイモの産地と開始したときのイモの重さ

イモ 産地 育てた水とイモの重さ（g）
那覇 糸満

A 鹿児島 140.5 130.0
B 鹿児島 113.0 143.5
C 糸満 163.0 190.5
D 糸満 113.5 136.5

（2） 観察結果

●どのイモも根が先に伸び、その後から葉が伸びた。

●葉は鹿児島のイモより糸満のイモがよく伸びた。

①葉の伸び方

図５　那覇の水で育てた葉の伸び 図６　糸満の水で育てた葉の伸び
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図３　那覇の水道水で育てるイモ 図４　糸満のわき水で育てるイモ
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②根の伸び方

③葉と根の伸び方の比較

図７　那覇の水で育てた根の伸び 図８　糸満の水で育てた根の伸び
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図９　葉の伸び方 図 10　根の伸び方
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図 12 最終日那覇の水道水で育てたイモ図 11　最終日糸満のわき水で育てたイモ
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④葉や根のつきかた

産地 那覇の水道水 糸満のわき水

鹿児島

A
●葉が１番小さい。
●根は４番目に長い。

●葉がすごく大きい。
●根も２番目に長い。

B
●糸満の水で育てた B のイモの葉より小さい。
●根は長く，くきが短い。

●中ぐらいのサイズの葉や小さい葉などいろいろ
　なサイズのものがある。
●根はあまり伸びていない。

糸満

C
●糸満の水で育てた C のイモの葉より小さい。
●根も短い。

●大きい葉がある。
●根も３番目に長い。

D
●大きく育ったが，糸満の水で育てた D のイモの
葉より小さい。
●根が１番長い。

●育てた紅イモの中で１番大きく育った。
●根は２番目に短い。
●くきの長さは１番長い。

４．まとめ

●那覇の水道水よりも糸満のわき水で育てたイモの方が葉も根もよく成長した（図７、８）。

●実験中に那覇の水道水と糸満のわき水を比べてみると、糸満のわき水が少し濁っていた。

●那覇の水道水は飲めるけど、野菜を育てるにはあまりよくないのではないかと思う。

●糸満のわき水は野生の水なので、野菜を育てる力があるのではないかと思う。

●こんどは水の違いについても調べてみたいと思った。

●島にんじんや内地のにんじんを使って同じ実験をしたけど、にんじんはすぐに腐ってデーターが取れませんでし

た。にんじんの中心に水分が溜まり腐っていました。

●根で栄養や水を吸収して、その栄養で葉が大きくなるので、根から先に伸びるのだと思う（図５、６、９、

１０）。
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